


「千葉大学教育学部研究紀要」編集・発行要領

第１　この要領は，「千葉大学教育学部研究紀要」（以下「紀要」という。）の投稿及び編集・発行に関し必要な事項を定めたものである。
第２　紀要は，少なくとも各年度１回発行する。
第３　投稿資格者は，教育学部の教授，准教授，講師，助教，特任教員，非常勤講師（当該年度），本学部附属学校副校園長，教諭，栄養

教諭及び養護教諭，日本学術振興会特別研究員（当該年度）とする。ただし，非常勤講師（当該年度），本学部附属学校副校園長, 教諭, 
栄養教諭及び養護教諭，日本学術振興会特別研究員（当該年度）が投稿を希望する場合は，本学部の教授，准教授，講師，助教のいず
れか１名の推薦を付することを条件とする。なお，共同研究者に関しては前記に限らないものとする。

第４　投稿する論文は，次のとおりとする。
一　未公刊のものに限る。
二　投稿者１人につき１編，刷上り10頁以内とする。ただし，投稿者が経費を研究費等により負担する場合はこの限りではない。

第５　原稿の作成については，別に定める「紀要」投稿細則による。
第６　校正，修正及び編集等は，次による。

一　提出した原稿は，原則として変更を加えることが出来ない。
二　活字，体裁等は，教育学部研究紀要編集委員会（以下「編集委員会」という。）が指定する。
三　編集委員会が修正の必要を認めた場合は，投稿者と協議する。
四　原稿の掲載順序は，分野ごとの原稿受付順とする。ただし，同一分野内に縦書き原稿と横書き原稿が混在する場合は，それぞれの

受付順とする。縦書き原稿においては，原稿受付の遅いものから若い通し頁を付する。
五　投稿者校正は２回とし，速やかに校正を行うものとする。遅延する時は編集委員会の責任において処理する。
六　最終校正は，編集委員が行う。

第７　別刷りについては，費用（時価）を，当人の研究費（校費）等から負担するものとする。
第８　紀要には，論文の他，編集委員会が必要とするものを掲載することができる。
第９　紀要に関する庶務は，西千葉地区事務部人社系総務課が担当する。
２　「紀要」投稿原稿様式マニュアル等，紀要の様式に関する詳細は，西千葉地区事務部人社系総務課に用意する。
第10　紀要に掲載された論文の著作権は著作者に属するが，各著作者は，本紀要の電子化・公開に必要な限度でその権利が編集委員会によっ

て行使されることを承認するものとする。
第11　本編集・発行要領の改訂は，千葉大学教育学部，図書・紀要委員会の議を経る。

附　　則
１．本要領は，平成16年４月１日から実施する。
２．第４条第２号に定める研究費等により負担できるものは，次の場合とする。

一　頁を超過する場合。
二　カラー印刷をする場合。
三　２編以上投稿した場合。

３．編集委員会の委員は，図書・紀要委員会の紀要担当委員をもって充てる。
４．編集委員会の委員長は，図書・紀要委員長をもって充てる。

附　　則
　この要領は，令和元年11月７日から実施する。
　この要領は，令和３年８月１日から実施する。
　この要領は，令和４年８月１日から実施する。

「千葉大学教育学部研究紀要」編集・発行要領 
第４条第２号に定める投稿者の経費負担について

１．投稿者一人について刷り上がり10頁を超過する場合は，超過した１頁につき，4,000円を当人の研究費（校費）等から負担するものとする。
２．カラー印刷によって増加した費用（時価）を,　当人の研究費（校費）等から負担するものとする。
３．投稿者一人について２編以上を投稿する場合は，２編目から１編につき，20,000円を当人の研究費（校費）等から負担するものとする。
　　なお，この場合も上記１．は，それぞれの原稿について適用されるものとする。
４．「千葉大学教育学部研究紀要」投稿細則 １－２による投稿申込書において，投稿者，執筆者を明記する。
５．この要領は平成24年12月１日から施行する。
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NANASAWA Akane
NAGASUE Daisuke

343

●Teaching Traditional Crafts as Cultural Heritage in Japanese Lower Secondary Schools����SATO Maho 349
●Sandbox as an Art Education Environment in the Connection between Kindergarten and 

Elementary School����������������������������MAKI Hideko
INOUE Kaoru
SHINOTSUKA Maki
KOBASHI Satoko
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2022年度外部資金一覧（教育）

教室名 代表者氏名 研究種目 委託者 研究課題名（事業名）

教育
心理学

岩田　美保 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

幼児・児童の感情言及がもつ関係調整機能に着目した他者理解の発達的
検討

大芦　　治 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

心理学の一領域としての学校心理学の起源と発展―教育心理学との差別
化をめぐって―

小山　義徳 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 小中学校における「児童生徒の疑問に基づいた授業」の開発

西口　雄基 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 ネガティブな身体イメージが抑うつに及ぼす影響

教 育 学

市川　秀之 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 コモンズに根ざした民主主義教育論の構築

高木　啓 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 教員養成における授業実践コンピテンシーと教育学コンテンツの結合

丹間　康仁
基盤研究（C） 独立行政法人

日本学術振興会
学校統廃合と社会教育の共創プロセスに基づく持続可能な地域学校協働
システムの構想

若手研究 独立行政法人
日本学術振興会

学習を基盤とした学校統廃合プロセスの検証による地域教育空間持続モ
デルの構想

貞廣　斎子
基盤研究（C） 独立行政法人

日本学術振興会 教育財政における公私分担・配分構造の再構築と財政原則に関する研究

基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

新しい教員定数配置システムの政策選択シミュレーションと政策選択構
造に関する研究

羽間　京子 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 保護観察における新たなアセスメントツールの有用性の検証

八木澤史子
受託研究 （公財）教科書研究

センター 「“新しい” 教科書の使い方」の活用に向けた提案に関する調査研究

研究活動
スタート支援

独立行政法人
日本学術振興会 １人１台の情報端末を活用した授業における学習指導案の様式の再定義

国 語 科

安部　朋世
基盤研究（C） 独立行政法人

日本学術振興会
言語分析力を育成し国語文法力向上に寄与する国語データ駆動型学習教
材開発の研究

基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

メタ言語能力向上に資する小中学校用国語教育コーパスとデータ駆動型
教材開発の研究

佐藤　元紀 若手研究 独立行政法人
日本学術振興会

十五年戦争期の公器「日本詩壇」に見られる地方詩人の文学的営為に関
する調査及び研究

寺井　正憲 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

社会意識の深化を図り異質を編集するコミュニケーション能力の育成に
関する研究

森田　真吾 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

本を介して新たな言語環境を作り出すことを意識した国語科授業開発に
関する研究

書写書道 樋口　咲子 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

小学校国語科書写における硬筆・毛筆動画教材および授業モデル解説動
画の作成

社 会 科

梅田　克樹 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 酪農セクターの災害レジリエンス形成における社会関係資本の役割

金　　　慧 若手研究 独立行政法人
日本学術振興会 カントにおける非理想理論としての国際法論－－暫定的領有権の構想

小関悠一郎 基盤研究（B） 独立行政法人
日本学術振興会 近世・近代日本における「富国」論の政治的・社会的機能に関する研究

阪上　弘彬 若手研究 独立行政法人
日本学術振興会

ESDと教科固有のコンピテンシーを一体的に育成する中等社会科カリ
キュラム開発研究
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教室名 代表者氏名 研究種目 委託者 研究課題名（事業名）

社 会 科

澤田　典子
研究成果

公開促進費
（学術図書）

独立行政法人
日本学術振興会 古代マケドニア王国史研究──フィリッポス二世のギリシア征服

妹尾　裕彦 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

サブサハラ・アフリカにおける食体系の構造変動：主食の供給と消費に
関する定量的解明

竹内　裕一 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

地方圏における「地域再生」を担う人材育成を目指した地域学習のあり
方に関する研究

戸田　善治 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

プロフェッション倫理と市民倫理の相剋を活用した倫理教育のグローバ
ル教材開発研究

数 学 科

白川　　健 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

フィードバック型形態変動を伴う自由境界の安定構造に対する予測・制
御の研究

辻山　洋介 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

問題設定における議論の蓋然性と多様性に着目した証明活動の学習過程
の構築と検証

前田　　瞬 若手研究 独立行政法人
日本学術振興会 リッチソリトン，山辺ソリトン及び極小部分多様体の一般化の研究

松尾　七重
基盤研究（B） 独立行政法人

日本学術振興会 教科総合の視点を取り入れた就学前数学教育プログラムの開発

挑戦的研究
（萌芽）

独立行政法人
日本学術振興会

幼児期の「積み木遊び」と「リズム遊び」がパターン認識能力育成に及
ぼす影響の解明

理 科

泉　賢太郎
助成金 公益財団法人

武田科学振興財団
中学校理科第２分野地学領域における動的デジタル教材の開発と実践
～生徒個人の端末での使用を目指して～

助成金
公益財団法人

クリタ水・環境科学
振興財団

堆積物の物理的・化学的な特性が堆積物中の環境DNA濃度に及ぼす影
響の多角的評価

加藤　徹也
受託研究 墨田区　2022 リテラシー育成のための分析、授業開発及び検証

基盤研究（B） 独立行政法人
日本学術振興会

日本型理科教育の海外展開を目指した現地教育若手人材の研修と物理系
教材の開発

笹川　幸治
基盤研究（C） 独立行政法人

日本学術振興会 新規なモデル系の導入による学習行動研究の新展開

若手研究（B） 独立行政法人
日本学術振興会

幾何学的形態測定法による昆虫口器の多様化機構の解明：オサムシ科幼
虫をモデル系に

林　英子 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 教育用マイコンmicro:bitを用いた理科実験教材の開発

山下　修一 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

コア知識とOPPAの知見を統合して発展的課題に対応するワークシート
の開発と評価

山田　哲弘 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

基材への吸着と二次元分子配列を強相関させた新規界面活性剤型防錆剤
の創出

大和　政秀

挑戦的研究
（萌芽）

独立行政法人
日本学術振興会 アーバスキュラー菌根菌胞子果の同定分類と有性生殖の探索

共同研究 九州電力株式会社 オオバノトンボソウ保全に関する研究

英 語 科

石井　雄隆 若手研究 独立行政法人
日本学術振興会 混合研究法を用いた日本人英語学習者のライティングプロセスの解明

西垣知佳子 基盤研究（B） 独立行政法人
日本学術振興会 小中高大の英語学習者のためのデータ駆動型英文法学習サイトの開発

星野　由子 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 小中連携を図るための中学入門期における診断用英語語彙テストの開発

物井　尚子 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 日本人児童のための新L2 WTCモデル構築と英語運用能力尺度の開発
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教室名 代表者氏名 研究種目 委託者 研究課題名（事業名）

美 術 科

小橋　暁子 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

見方・考え方を視点に幼小の接続をふまえた造形教育教員養成カリキュ
ラムの編成

佐藤　真帆
基盤研究（C） 独立行政法人

日本学術振興会
伝統工芸を通した文化的資質能力を育成する美術教師教育プログラムの
開発

若手研究 独立行政法人
日本学術振興会 伝統的なものづくりと新しい文化的アイデンティティに関する研究

神野　真吾 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

美術館における社会的課題を踏まえた子ども対象のアート・プロジェク
トのモデル化

宮崎　　甲 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

鎌倉期における金銅仏鋳造法の実証研究―那古寺金銅千手観音菩薩像か
ら探るー

保 健
体 育 科

小宮山伴与志 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

持続時間の異なる激運動とそのトレーニングに対する中枢直流電気刺激
の効果

下永田修二 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

国内外で行う英語教育と体育を融合した体育・スポーツ実践プログラム
の開発

七澤　朱音 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

実践的知識を育成する体育科教育法の構築～講義内容と連携した事例映
像の製作と活用～

技 術 科

木下　　龍 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

現代米国の新自由主義・市場原理主義化の中での技術学教育の教育課程
開発実践の行方

田邊　　純
助成金 公益信託エスペック

環境研究・技術基金
荒廃農地削減に資するクロモジの粗放栽培ソーラーシェアリング技術の
開発

若手研究 独立行政法人
日本学術振興会

樹種ごとの材質特性の多様性を活かしたSTEAM教材開発による木材加
工授業の新展開

辻　耕治

研究成果公開促進
費（ひらめきとき
めきサイエンス）

独立行政法人
日本学術振興会 「遺伝子も資源である」ことを身近な作物の多様性から学ぼう

基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

東南および南アジアと連携したSDGsへの農業・環境教育からの有効な
アプローチ方法

家 庭 科

安藤　　藍 若手研究 独立行政法人
日本学術振興会

家族多様化と「子どもの権利」としての〈家庭〉―社会的養護の国際比
較分析―

中山　節子 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

高等学校家庭科における評価者育成の視点に立った評価開発に関する研
究

米田　千惠 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 魚介肉タンパク質の変性制御を活用した新規調理法の構築

特別支援
教 育

石田　祥代
基盤研究（B） 独立行政法人

日本学術振興会 後期中等教育におけるインクルーシブ教育の展望とその方略の提言

挑戦的研究
（萌芽）

独立行政法人
日本学術振興会 インクルーシブ教育理論から優秀児の教育的支援を展望する萌芽的研究

細川かおり 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

インクルーシブ教育を推進するグローバル特別支援学校教師の研修開発
と教員養成

真鍋　　健
基盤研究（C） 独立行政法人

日本学術振興会 保育現場における大人しい障害幼児の姿と保育者による支援の解明

若手研究 独立行政法人
日本学術振興会 幼児期の経験を無駄にしない：「深い学び」の継続支援システムの開発

宮寺　千恵 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

不注意ならびに多動性傾向の高さが学業成績や自尊感情に及ぼす影響に
関する検討

幼児教育
駒　久美子 基盤研究（C） 独立行政法人

日本学術振興会
保育者養成課程における即興表現を活かしたインクルーシブな表現教育
プログラムの開発

砂上　史子 受託事業
文部科学省

初等中等教育局
幼児教育課

幼児教育における人材確保・キャリアアップ支援事業
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教室名 代表者氏名 研究種目 委託者 研究課題名（事業名）

幼児教育

砂上　史子 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 発達リスク予防・低減のための保育者研修及び幼児対象心理教育の開発

崔　　美美 助成金
公益財団法人
発達科学研究
教育センター

日韓における保育者の保育実践に関する研究―子どもの人権を中心に―

中道　圭人
基盤研究（B） 独立行政法人

日本学術振興会
幼児期の創造的思考に及ぼすふり遊び・社会情動的能力の影響に関する
学際的実証研究

基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会 幼児期のメンタル・タイムトラベルの発達：反事実的思考と未来思考

淀川　裕美 若手研究 独立行政法人
日本学術振興会

０～２歳児クラスの保育者と子どもの食事の実践・規範・文化の形成に
関する縦断研究

養護教諭

高橋　浩之 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

教員養成分野におけるジェネリック・スキル育成のための教育的介入の
検討

野村　　純

研究成果公開促進
費（ひらめきとき
めきサイエンス）

独立行政法人
日本学術振興会 傷を治す体の仕組みを免疫細胞から考えてみよう

挑戦的研究
（萌芽）

独立行政法人
日本学術振興会

ICTでのSociety5.0対応チーム学校の実効化：担任と養護教諭の｢溝｣解
決

三森　寧子 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

幼児教育におけるソーシャルキャピタルを核とした健康発達資産の醸成
に関する研究

留 学 生
教 育 吉田　雅巳 挑戦的研究

（開拓）
独立行政法人

日本学術振興会 国立の大規模オンライン講座による市民の公共資料活用支援の可能性

教員養成
開 発
センター

磯邉　　聡 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

適応上の問題を抱える生徒に対する援助的な視点に基づいた『教育臨床
的進路指導』

大野　英彦 受託事業 独立行政法人
教職員支援機構

NITS・教職大学院等コラボ研修プログラム支援事業　ミドルリーダー
養成研修

笠井　孝久 基盤研究（C） 独立行政法人
日本学術振興会

教員を志望する高校生へのキャリア支援：学部教員養成以前の教職カリ
キュラムを考える

重　　歩美 研究活動
スタート支援

独立行政法人
日本学術振興会 高等学校在学時に出産した生徒への支援のあり方についての研究

教育学部
附属小学校 中谷　佳子 受託研究 文部科学省 実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究
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「千葉大学教育学部研究紀要」投稿細則

１　「論文」原稿の申し込み及び投稿
　　千葉大学教育学部研究紀要（以下「紀要」という）の投稿期限及び提出先は，次のとおりとする。

１－１　投稿希望者は，教育学部研究紀要編集委員会（以下「編集委員会」という。）が定めた期日までに，投稿
原稿様式マニュアルに従い作成した原稿を，投稿申込書，投稿者チェックシート等とともに提出する。

１－２　提出先は，編集委員会委員長（事務担当：西千葉地区事務部人社系総務課）とする。
１－３　論文の著作権は著作者に属するが，各著作者は，本紀要の電子化・公開に必要な限度でその権利が編集委

員会によって行使されることを承認するものとする。
１－４　投稿原稿について，編集委員会が修正を求める場合がある。

２　「論文」原稿作成について
２－１　原稿は原則として日本語あるいは英語によって作成する。日本語と英語以外の言語による原稿の作成がど

うしても必要な場合は，和文原稿あるいは英文原稿のいずれかに準じた書式とする。
　原稿の種類に関わらず，マージンは，上下左右ともに2.5cm程度とする。ただし，原稿用紙を使用する場
合は，原稿用紙のマージンをもって上記のマージンを満たしているものとする。
　原稿は全て，なみ字体（英語ではローマン体）とし，太字体（ボ－ルド体）や斜字体（イタリック体）等
が必要な箇所は，ハードコピーの原稿に校正記号で指示することが望ましい。なお，手書き原稿においては，
これに準じた対応をする。
　和文論文の場合，アルファベットを使用している部分を除き，句読点は，横書きは「，」と「。」，縦書き
は「、」と「。」を使用する。

２－２　原則として横書きで作成すること。ただし，特に必要であるときは縦書きで作成することを認める。
２－２－１　横書き原稿の場合

和　文：縦置きA4用紙に，１行40字，１頁40行の１段組で原稿を作成する。
英文等：縦置きA4用紙に，１行40字，１頁40行の１段組で原稿を作成する。
　和文，英文原稿に関わらず，表紙（表題，著者名，所属，キーワード，要旨及び表題・著者名・所
属に関する脚注）は，本文と同じく１段組みで作成する。

２－２－２　縦書き原稿の場合
和　文：横置きA4用紙に，１行40字，１頁40行の１段組で原稿を作成する。
　表紙（表題，著者名，所属，キーワード，要旨及び表題・著者名・所属に関する脚注）は，本文と
同じく１段組みで作成する。
　和文要旨及び英文要旨はそれぞれ，表紙及び本文とは別紙として用意する必要はない。

２－３　引用文献の引用方式及び表記方式は特に定めないが，同一論文中では，同一の引用及び表記方式を用いる。
２－４　図及び表の作成方法

２－４－１　図・表は，１枚ずつ別紙に用意し，それぞれの図・表の裏面に，著者名，筆頭著者の所属名と各図・
表番号を明記する。また，本文中には図・表の挿入箇所を明示する。ただし，本文中に図・表を挿入
した場合は，著者名等の情報を明記する必要はない。
　図・表は希望する縮尺サイズを明示する。なお，編集の都合上，図表の縮尺サイズの最終決定権は
編集委員会に帰属するものとする。編集上の都合で，著者が希望した以外の縮尺サイズで，図表が掲
載された場合，本件に関して異論のある著者は，初稿で示された段階において，編集委員会に対して
申し出を行い，同委員会と協議して最終縮尺サイズを決定するものとする。

２－５　著者が，作成原稿で使用した言語を母語としない場合，著者の責任においてネイティブスピーカーによる
原稿の言語チェックを行うことが望ましい。

２－６　著作権に関わる図・表等を引用する場合は，投稿者の責任において著作権保持者から同意を得る。
２－７　その他，原稿の体裁に関わる詳細は，別に定める「千葉大学教育学部研究紀要」投稿原稿様式マニュアル（以

下「マニュアル」という。）に従う。

３　この細則及びマニュアルの改定は，教育学部図書・紀要委員会の議を経るものとする。

附　則
　この細則は，令和元年11月７日から実施する。
　この細則は，令和３年８月１日から実施する。
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「千葉大学教育学部研究紀要」投稿原稿様式マニュアル

論文題名：和文論文・英文論文にかかわらず，和文タイトルと英文タイトルを必ず用意する。

著者氏名：和文論文・英文論文にかかわらず，日本語と英語を必ず用意する。
　英語での表記は略さず，Family Name, Middle Name （お持ちの方のみ），Given Nameの順に記述すること。

著者所属：和文論文・英文論文にかかわらず，日本語と英語を必ず用意する。
　教育学部の専任教員及び本学部附属学校教諭であっても，所属を明記する。学生も本人の所属機関，学部
名を記述する。なお，学生は，所属末尾に博士課程，修士課程，学部生，専攻生，研究生の別を明記する（社
会人の学生は，各自の職場名あるいは学生としての身分のいずれを記述してもよい）。
　在学中の研究に関わる論文にあっては，卒業（修了）後であってもその研究を行った時の所属のみを記述
してもよい。
　所属は必ず主となる所属名を記述（どうしても必要であれば，括弧書きで，その他の所属名を添えてもよ
い）する。記述にあたっては，学部名あるいはこれに相当するランクの詳細まで記述する。なお，学部は，
Departmentではなく，Facultyとして表記する。

連絡著者�（Corresponding Author）の明示：著者が二名以上の場合には，必ず連絡著者名を明示すること。連絡先
の明示は義務づけないが，できる限り，メールアドレス等を記述する。

要　　旨�：和文論文は必ず和文要旨を，英文論文は必ず英文要旨と和文要旨を準備する。両要旨ともに段落は設けな
いこと。
　なお，和文論文に関しても，可能な限り，英文要旨を用意する。
　英文原稿の和文要旨及び和文原稿の英文要旨は下記のような形式で提出する。　　　
　和文要旨は，本文400字以内（句読点は字数に含め，スペース部分は字数に含めない），英文要旨は，本文
300words以内（カンマ，ピリオド等は字数に含め，スペース部分は字数に含めない）とする。いずれの場
合も，字数，用語数は厳守する。

キーワード�：和文論文，英文論文ともに，５語以内のキーワードを，必ず日本語及び英語で準備すること。記述順序
は，重要なワード順とする。

欄外見出し�：和文原稿では和文40字以内，英文原稿では英文50字以内の欄外見出しを決定し，投稿者の責任において
原稿投稿時に提出する。

和文論文作成マニュアル

和文論文は，次の記入例に従い，１頁目に表紙，２頁目に本文，最終頁に英文要旨等の順に作成すること。

注：英文要旨を作成しない場合も，英文の論文タイトル・氏名・所属・キーワードを明示する。

記入例　［和文の場合］

［１頁目］　表紙

　　　　　日本語でのタイトル

　　　　　千葉太郎1）・教育　好2）・紀要進造1）・教育修子3）

　　　　　1）千葉大学・教育学部
　　　　　2）世界教育研究所・環境科学部門
　　　　　3）千葉大学大学院・教育学研究科・修士課程
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　　　　　参考：博士課程学生は東京学芸大学連合大学院教育学研究科・博士課程という様式で記述する。
　　　　　　　　学部生の場合は千葉大学教育学部・学部生という様式で記述する。
　　　　　　　　専攻生の場合は千葉大学教育学部・専攻生という様式で記述する。
　　　　　　　　研究生の場合は千葉大学教育学部・研究生という様式で記述する。       

　　　　　要旨

　　　　　キーワード：宇宙・教育・日本・学部・大学

*連絡先著者：E-メールのアドレス等を記述

［２頁目］　本文（和文）

　　　　　序
　　　　　１　目的
　　　　　２　方法
　　　　　３　結果
　　　　　４　考察
　　　　　謝辞
　　　　　引用文献

　　　　　注　本文の章立てについては，必ずしも通し番号をつける必要はない。

［最終頁］　英文要旨等

　　　　　英語でのタイトル

　　　　　CHIBA Taro1）, KYOIKU Ko2）, KIYO R. Shinzo1） and KYOUIKU Shuko3）

　　　　　1）Faculty of Education, Chiba University, Japan
　　　　　2）Division of Environmental Science, The Institute of World Education, USA 
　　　　　3）Faculty of Education, Chiba University, Japan; Undergraduate Student

　　　　　Abstract 本文（可能な限り用意する。）

　　　　　Key Words: Universe, Education, Japan, Faculty, University

* Corresponding author：E-メールアドレス等を記述

　　　　　注１：上記例示の氏名中の「Ｒ．」はミドルネーム。 
　　　　　注２：英文での氏名の表記は，姓を最初に示し，名を後に表記する。また，姓はすべて大文字で表記する。

英文論文作成マニュアル

英文論文は，次の記入例に従い，１頁目に表紙，２頁目に本文，最終頁に和文要旨等の順に作成すること。

記入例　［英文の場合］

［１頁目］　表紙

　　　　　英語でのタイトル

　　　　　CHIBA Taro1）, KYOIKU Ko2）, KIYO R. Shinzo1） and KYOUIKU Shuko3）
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　　　　　1）Faculty of Education, Chiba University, Japan
　　　　　2）Division of Environmental Science, The Institute of World Education, USA 
　　　　　3）Faculty of Education, Chiba University, Japan; Undergraduate Student

　　　　　Abstract 本文

　　　　　Key Words: Universe, Education, Japan, Faculty, University

* Corresponding author： E-メールアドレス等を記述

［２頁目］　本文（英文）

　　　　　Introduction
　　　　　１　Propose
　　　　　２　Method
　　　　　３　Result
　　　　　４　Imprication
　　　　　Acknowledgements
　　　　　References

　　　　　注　本文の章立てについては，必ずしも通し番号をつける必要はない。

［最終頁］　和文要旨等

　　　　　日本語でのタイトル

　　　　　千葉太郎1）・教育　好2）＊・紀要進造1） ・教育修子3）

　　　　　１）千葉大学・教育学部
　　　　　２）世界教育研究所・環境科学部門
　　　　　３）千葉大学大学院・教育学研究科・修士課程

　　　　　要旨

　　　　　キーワード：宇宙・教育・日本・学部・大学

*連絡先著者：E-メールアドレス等を記述

　　　　　注１：上記例示の氏名中の「Ｒ．」はミドルネーム。 
　　　　　注２：英文での氏名の表記は，姓を最初に示し，名を後に表記する。また，姓はすべて大文字で表記する。

CD-R・USBメモリ等の提出に関する依頼事項

　原稿は，ハードコピー（１部）とCD-R・USBメモリ等（以下「CD-R等」という。）の両方の方式で提出する。
　イタリック体等の字体に関してはハードコピーに，赤字で字体等の指示を明記することが望ましいが，必ずしも行
う必要はない。通常汎用されているパソコンソフトであれば，いずれのソフトを使用して原稿を作成してもよい。た
だし，ワープロ専用機を使用する場合は，原稿作成者の責任においてパソコン対応ソフトに変換することを条件とする。
　図・表に関しても可能な限り，版下となりうるデータをCD-R等に保存し，提出することが望ましい。
　ハードコピーで提出する図・表の裏には，１枚ずつ図・表の番号，所属・氏名等を記入する。
　提出CD-Rには，使用OS名，ソフト名を明記する。（USBメモリ等の場合は，同様の内容についてメモを添付する
こと。）
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